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平成 18 年 10 月末現在の
人口の動き

●人口 13,906 人 （前月比 ＋  6 人）
 （前年比 ＋  41 人）

男 6,974 人 （± 0 人）
女 6,932 人 （＋  6 人） ●世帯数 3,935 世帯  前月比（－ 1世帯）

December No.365December No.365

海上自衛隊横須賀音楽隊演奏会

聖籠町ふれあい聖籠町ふれあい
コンサートコンサート

聖籠町ふれあい聖籠町ふれあい
コンサートコンサート

　平成19年８月に迎える町制施行30周年記念事業
に先立ち、プレ事業として海上自衛隊横須賀音楽
隊演奏会「聖籠町ふれあいコンサート」が10月20
日（金）、町と町自衛隊協力会主催により行われ、
大勢の皆さまからご来場いただき文化会館の710
席は満席となりました。

広報広報
せいろう 2006せいろう 2006
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ふるさと芸能歌謡祭 農業振興祭ふるさと芸能歌謡祭 町民茶会 作品展示 開 祭 式

表彰された皆様

　

十
一
月
三
日
、
四
日
に
せ
い
ろ
う
秋
祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
、
保
健
福
祉
ま
つ
り
、
農
業
振
興
祭
、
イ
ベ
ン
ト
広

場
な
ど
は
大
勢
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発

展
や
文
化
の
向
上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
を
表
彰
す
る
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆ 
町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

○ 
聖
籠
町
制
度
融
資
あ
っ
せ
ん
審
査
会
の
審
査
員
等
と
し
て

　

高　

松　

利
八
郎
（
亀　

塚
）

○ 

聖
籠
町
青
少
年
補
導
員
並
び
に
青
少
年
育
成
員
と
し
て

　

藤　

間　
　
　

殖
（
蓮　

野
）

○ 

聖
籠
町
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て

　

渡　

辺　

凉　

子
（
網
代
浜
）

◆ 

直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て

い
る
世
帯
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
方

　

佐　

藤　

一　

男
（
真　

野
）

　

伊　

藤　

雅　

彦
（
蓮　

潟
）

　

長
谷
川　

百　

夫
（
蓮　

潟
）

　

渡　

辺　

三　

弥
（
網
代
浜
）

※ 

渡
辺
さ
ん
の
「
辺
」
な
ど
略
し
た

文
字
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
戸
籍

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
と
多
少

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
度

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
世
帯
表
彰

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
保
健
活
動
の
一

環
と
し
て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
次
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
世
帯

を
「
健
康
優
良
世
帯
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

◆
表
彰
基
準

　

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯

○ 

前
年
度
に
お
い
て
、
一
年
を
通
じ
て
聖
籠
町
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

○ 

前
年
度
に
お
い
て
、
一
年
を
通
じ
て
一
度
の
医

療
給
付
も
受
け
な
か
っ
た
世
帯

○
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

◆ 

平
成
十
八
年
度
「
健
康
優
良
世
帯
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
た
世
帯

一
年
間
無
受
診
世
帯
・
・
四
十
六
世
帯

二
年
間
無
受
診
世
帯
・
・
・
・
五
世
帯

三
年
間
無
受
診
世
帯
・
・
・
・
七
世
帯

四
年
間
無
受
診
世
帯
・
・
・
・
五
世
帯

五
年
間
無
受
診
世
帯
・
・
・
・
二
世
帯

八
年
間
無
受
診
世
帯
・
・
・
・
一
世
帯

十
二
年
間
無
受
診
世
帯
・
・
・
一
世
帯

十
八
年
間
無
受
診
世
帯
・
・
・
一
世
帯

 

合
計　

六
十
八
世
帯　
　
　

　

表
彰
さ
れ
た
世
帯
に
は
、
表
彰
状
と
記
念
品
を

お
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

秋
ま
つ
り

秋
ま
つ
り
’06’06

せ
い
ろ
う

秋
ま
つ
り

秋
ま
つ
り
の

ス
ナ
ッ
プ

▲直系三代同一生計で表彰された長谷川様▲受賞者を代表してあいさつされる高松様
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11
月
９
日
（
木
）
町
文
化
会
館

を
会
場
に
20
回
目
と
な
る
聖
籠
町

長
寿
文
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

長
寿
文
化
研
修
会
は
、
高
齢
者

が
互
い
に
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ

い
な
が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
健

や
か
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
明
る
い
長
寿
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

各
集
落
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
模
範

的
な
活
動
な
ど
で
老
人
ク
ラ
ブ
発

展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
様
の

表
彰
と
、
金
婚
式
（
結
婚
し
て
50

年
目
の
お
祝
い
）
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
が
慶
祝
さ
れ
、
県
と
町
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
の
余
興

で
は
、
各
集
落
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
歌
と
踊
り
や
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
コ
ー
ラ
ス
と
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
、
会
場
に
は
あ
た
た
か
い

声
援
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲役職表彰を代表受領される高橋孝一様（次第浜）

●役職（地元老人クラブの役員として５年以上）により表彰された方 〔敬称略〕

被表彰者名 所属会名（行政区）

渡　辺　廣　一 寿老会（道賀新田）

本　間　稔　雄 鶴寿会（真野）

神　田　　　才 蛍雪会（丸潟）

斉　藤　ミツル 寿　会（山倉）

高　橋　勘七郎 紅苔会（苔沼）

小　林　敬　一 鶴老会（山三賀）

小　林　雪　子 長寿会（二本松）

渡　辺　ミ　ツ 長寿会（二本松）

高　松　岩　顯 なかよし会（正庵）

諏　訪　善　次 喜楽会（杉谷内）

杉　沢　九十二 桜美会（別條）

田　中　ワ　キ 寿生会（大夫興野）

被表彰者名 所属会名（行政区）

羽　田　ムツ子 長生会（藤寄）

佐久間　幸　子 浦島の会（蓮潟）

高　橋　禮　子 浦島の会（蓮潟）

高　橋　ト　キ はまなす会（網代浜）

宮　澤　トリイ はまなす会（網代浜）

渡　辺　サダ子 はまなす会（網代浜）

細　貝　芳　雄 鶴亀会（亀塚）

星　野　重　昭 鶴亀会（亀塚）

渡　辺　道　造 鶴亀会（亀塚）

高　橋　孝　一 つくし会（次第浜）

中　野　キクイ つくし会（次第浜）

平　野　泰　雄 つくし会（次第浜）

▲ 金婚夫婦の記念品を代表受領される二宮様ご夫婦 ▲模範者表彰を代表受領される渡辺晴芳様（網代浜）

●模範者（地元老人クラブで10年以上率先して活動）として表彰された方 〔敬称略〕

被表彰者名 所属会名（行政区）

水戸部　ノ　ブ 寿老会（道賀新田）

吉　野　律　雄 鶴寿会（真野）

冨　樫　光　子 蛍雪会（桃山）

阿　部　ナミ子 新生会（山大夫）

佐　藤　シカノ 新生会（山大夫）

小　林　サ　チ 長寿会（二本松）

斉　藤　イ　ツ なかよし会（正庵）

杉　沢　重　市 桜美会（別條）

平　　　キ　ミ 寿生会（大夫興野）

小　見　佐　一 長生会（藤寄）

被表彰者名 所属会名（行政区）

遠　藤　　　武 長生会（藤寄）

渡　辺　幸　次 はまなす会（網代浜）

渡　辺　晴　芳 はまなす会（網代浜）

渡　辺　藤　蔵 はまなす会（網代浜）

小　林　ハルヱ 鶴亀会（亀塚）

松　井　藤　子 鶴亀会（亀塚）

渡　辺　ト　ヨ 鶴亀会（亀塚）

平　野　ハ　ナ つくし会（次第浜）

渡　辺　岩　太 つくし会（次第浜）

渡　辺　ハルノ つくし会（次第浜）

●金婚夫婦により慶祝されたご夫婦
基準日　平成18年４月 〔敬称略〕

夫婦氏名 所属会名（行政区）

伊　関　政　雄・やよい 蛍雪会（桃山）

神　田　與　次・香　子 蛍雪会（丸潟）

佐々木　久　吉・カツミ 蛍雪会（丸潟）

斉　藤　栄　次・サキイ 寿　会（山倉）

二　宮　秀　三・シ　ヅ 千歳会（蓮野）

高　木　光　雄・ナツエ 喜楽会（杉谷内）

田　中　要　作・トキイ 喜楽会（杉谷内）

長谷川　善　六・ムニノ 喜楽会（杉谷内）

鈴　木　三　市・ミ　セ 桜美会（別條）

武　田　孝　与・節　子 桜美会（別條）

山　口　正　幸・　順　 桜美会（別條）

渡　辺　雄一郎・厚　子 寿生会（大夫興野）

神　田　義　哲・靜　子 長生会（藤寄）

渡　辺　六　弥・トミイ 長生会（藤寄）

神　田　俊　夫・ヨ　ネ 浦島の会（蓮潟）

夫婦氏名 所属会名（行政区）

長谷川　　　義・伸　子 浦島の会（蓮潟）

宮　澤　　　好・キ　ス はまなす会（網代浜）

宮　澤　誠　司・ミツ子 はまなす会（網代浜）

澤　田　傅　弥・ミ　セ 鶴亀会（亀塚）

高　松　静　男・葉　子 鶴亀会（亀塚）

松　井　岩　蔵・藤　子 鶴亀会（亀塚）

松　田　和　敏・ミ　ツ 鶴亀会（亀塚）

渡　辺　勝家光・征起子 鶴亀会（亀塚）

渡　辺　太三男・ハツ子 鶴亀会（亀塚）

伊　藤　　　正・イミ子 つくし会（次第浜）

吉　川　六三郎・カ　ノ つくし会（次第浜）

平　野　　　茂・ハ　ナ つくし会（次第浜）

宮　下　　　茂・咲　代 つくし会（次第浜）

吉　田　義　臣・ミツイ つくし会（次第浜）

渡　辺　繁　雄・サ　ヨ つくし会（次第浜）

※ 渡辺さんの「辺」など略した文字で掲載しています。戸籍に掲載されている氏名と多少異なる場合があります。ご了承ください。

聖籠町長寿文化研修会開催聖籠町長寿文化研修会開催
大会スローガン

健康・喜び・笑い・楽しみ
交通事故０

ゼロ

への願い
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道路除雪に道路除雪に
ご協力くださいご協力ください
道路除雪に道路除雪に
ご協力くださいご協力ください

 役場ふるさと整備課
☎２７－２１１１（内線２３１）

 新発田地域振興局地域整備部
☎２２－５１１４

●除雪の要望・苦情は区長さんを通じてお願いします。
　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止等を考えて行っています。個々の
要望にはすぐに対応できないため道路除雪への要望等がありましたら、各集落区長さ
んを通じてお願いします。

● 屋根の雪を道路におろす場合は、責
任をもって処理してください。

　屋根から道路に自然落下した場合も
同様にお願いします。

● 自動車又はその他除雪作業に障害と
なる物を道路上に放置しないでくだ
さい。除雪作業が出来なくなります。

● 道路の除雪作業中は危険ですから、
除雪車に近づかないでください。

● 道路に雪を出さないでください。人
や車の交通の妨げとなり、スリップ
事故のもとになります。

● 道路脇の樹木（特に竹）は雪の重み
で道路に垂れ下がり、除雪作業の妨
げになります。このような樹木の枝
切等をお願いします。

● 消雪パイプは省エネのため14:00～
15:00、16:00～17:00の間は稼動を
停止しています。

（故障ではありませんので、ご理解を
お願いします。）

● 車庫・出入口の除雪は各戸で処理し
てください。
　早朝からの除雪作業は、なるべく短
時間に行うため雪を道路の端に押しの
ける方法で行っています。そのため道
路に面した車庫や門の前などに除雪さ
れた雪がたまります。この雪の処理に
ご理解とご協力をお願いします。

● 道路と人家、車庫の出入り口に設置
してある乗り入れ板等は、除雪時重
大事故につながりますので必ず撤去
してください。

●消防施設の除雪にご協力ください。
　消防施設等の除雪は、広域消防署や
地域の消防団が行いますが、大雪等に
より消防施設の消火栓や防火井戸等の
除雪が難しいことがあります。災害を
未然に防ぐために、隣接の皆さんのご
協力をお願いします。

安全で円滑な道路除雪のために、
ご協力をお願いします



8広報聖籠 Ｈ18. 129 Ｈ18. 12 広報聖籠

人事行政の運営等状況
聖籠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、以下のとおり公表します
○人事行政の運営状況の公表について
　地方公務員法の改正により、定員、給与、任免、研修等の人事行政全般について住民へ公表することが義務づけら
れました。これは人事行政の運営状況等を公表し、公平性、透明性を一層高めることを目的としています。
　今後も行政改革大綱等に基づき、適正な定員管理、給与の適正化、研修等による職員の資質向上に努めていきます。

１．職員の任免及び職員数に関する状況 
⑴　職員数に関する状況（平成18年４月１日現在） ⑵　退職者の状況

区　　　分 職員数 増減数 主な増減理由 退職事由 定年退職 勧奨退職 普通退職 計
部　　　門 H17 Ｈ18 Ｈ18 一 般 行 政 2 5  7

一般行政
部　　門

議　　会 3 3 専 門 職 1 2  3
総務企画 31 31 教 育 職 3  3
税　　務 10 11 1 療養休暇職員の補完による増 技能労務職 1  1
民　　生 23 23 計 3 9 2 14
衛　　生 14 14

⑶　採用者の状況農林水産 13 13
商　　工 3 2 △1 商工部門付けの派遣職員の復職

に伴う他部門への異動による減 区　分 一般行政 専門職 教育職 計
土　　木 9 9 上級試験 3  3
小　　計 106 106 0 中級試験 1 3  4

特別行政
部　　門

教　　育 60 57 △3 業務執行方法の見直し等によ
る減 初級試験 2  2

小　　計 60 57 そ の 他 2  2
普通会計合計 166 163 △3 計 5 3 3 11

公営企業等
会 計 部 門

水　　道 4 3 △1 業務執行方法の見直し等によ
る減

⑷　定員適正化目標（数・率）そ の 他 23 24 1 医師退職に伴う引継ぎによる
増（6月まで2名体制）

小　　計 27 27 0 計画期間 数値目標
合　　　　　計 193 190 △3 始　期 終　期 5％（10名）

削減（注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者・派遣職員などを含み、臨時、又は非常勤職員を除いています。 平成17年4月1日 平成22年4月1日

２．職員の給与の状況 
⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口
（17年度末）

歳　出　額
Ａ 実質収支 人　件　費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参　考）
16年度人件費率

17年度 13,899人 7,585,190千円 265,217千円 1,436,692千円 18.9％ 20.7 ％

⑵　職員給与費の状況（普通会計予算）

区　　分 職 員 数
Ａ

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ

18年度 165人 655,619千円 67,824千円 266,715千円 990,158千円 6,001千円
（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　 ２　給与費は当初予算に計上された額。

⑶　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
　　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

⑷　職員の平均給与月額、初任給等の状況（普通会計）
　①　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成18年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42.08歳 329,953円 359,834円
技能労務職 46.07歳 299,210円 320,559円

（注）１「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均。
　　 ２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの。

　②　職員の初任給の状況（平成18年４月１日現在）

区　　　　分
聖　　籠　　町 国

初　任　給 ２年後の給料 初　任　給 ２年後の給料

一般行政職
大　学　卒 170,200円 183,800円 170,200円 183,800円
高　校　卒 138,400円 148,000円 138,400円 148,000円

⑸　一般行政職の級別職員数の状況（平成18年４月１日現在）
区　　　　分 標準的な職務内容 職　　員　　数 構　　成　　比
１級 主事 11人  9.8％
２級 主事  9人  8.0％
３級 主任 46人 41.1％
４級 係長、主幹 21人 18.8％
５級 課長補佐 10人  8.9％
６級 課長 15人 13.4％

（注）１　給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　　 ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

⑹　職員の手当の状況（普通会計）
　①　期末・勤勉手当、退職手当の状況（平成18年度）

区　　分 聖　籠　町 国

期　末・
勤勉手当

（支給割合）

期末手当 勤勉手当

同じ

・ ６月期 1.40月分 0.725月分
・12月期 1.60月分 0.725月分
　　　計 3.00月分 1.45月分
・１人当たり平均支給額（平成17年度） 1,632千円
　職制上の段階、職務の級等による加算措置有り（５～15％）

退職手当

自己都合 勧奨・定年

同じ

・勤続20年 21.00月分 27.30月分
・勤続25年 33.75月分 42.12月分
・勤続35年 47.50月分 59.28月分
・最高限度額 59.28月分 59.28月分
・加算措置 定年前早期退職の場合は１年につき２％加算（20％限度）
・1人当たり支給額（平成17年度） 21,763千円

　②　時間外勤務手当・休日勤務手当

支給実績（17年度決算） 26,011千円

職員１人当たり平均支給年額
（17年度決算）    161千円

支給実績（16年度決算） 28,381千円

職員１人当たり平均支給年額
（16年度決算）    165千円

　④　その他の主な手当（平成18年４月１日現在）

手　当　名 内容及び支給単価 支給実績
（17年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額
（17年度決算）

扶 養 手 当 扶養親族のある職員に対し扶養区分、人数等に応じた額を支給 20,261千円 238,365円

住 居 手 当 借家等の場合は家賃に応じて27,000円を限度に支給、住居を新
築した場合は５年間2,500円支給 3,605千円 150,188円

通 勤 手 当 ２㎞以上の距離を自動車等で通勤する職員に対し通勤距離に応
じた額を支給 7,882千円 49,572円

管理職手当 管理職に対し、給料の6～8%を支給（医師除く） 8,566千円 389,368円

99
98
97
96
95

H13 H14 H15 H16 H17

96.9
97.4

98.4
96.0 95.5

　③　特殊勤務手当（平成18年４月１日現在）
支給実績（平成17年度決算） 606千円
支給職員１人当たり平均支給年額
（平成17年度決算） 14,787円

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成17年度） 21.7％

手当の種類（手当数） 10種類

主な手当の名称 税徴収手当、防疫等作業手当、除雪作業
手当、用地交渉手当、時間差手当
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⑺　特別職の報酬等の状況（平成18年４月１日現在）
区　　　　分 給料等月額 期　末　手　当

給　　　料
町　　　長 806,000円 （平成17年度支給割合）助　　　役 645,000円
収　入　役 605,000円 ６月期 1.70月分

報　　　酬
議　　　長 291,000円 12月期 1.60月分
副　議　長 234,000円 　　計 3.30月分
議　　　員 210,000円

３．職員の勤務時間その他の勤務条件 
⑴　勤務時間の状況
1週間の正規
の勤務時間

１日の正規
の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間 休息時間

40時間 ８時間 8：30 17：15 12：15～13：00 12：00～12：15 17：00～17：15

⑵　年次休暇状況（平成17年実績） ⑶　育児休業の取得状況（平成17年度実績）
　年次有給休暇は、１の年（暦年）ごとに20日付与され（途中
採用者を除く。）、20日を超えない範囲内の残日数は、40日を限
度として翌年に繰り越すことができる。

性別 取得者数 ３月未満 ３月以上６月未満
６月以上
１年未満１年以上

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 男 － － － － －

1,830.5日 194人
（教育長を含む） 9.3日 女 ３人 － １人 ２人 －

※ 平成17年度に新たに取得した職員。

４．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成17年度） 　５．職員の服務状況（平成17年度） 
　該当なし 服務規律遵守のための取組み
 　・規律、指示事項の徹底通知
 　・衆議院議員選挙における服務規律確保の通知
 　・年末年始における服務規律確保の通知

６．職員の研修及び勤務成績の評定状況（平成17年度） 
⑴　研修の状況

実　施　主　体 研　　修　　名 受　講　者　数

新潟県自治研修所

係長研修 １人
主任・主査研修 ８人
意思決定力強化研修 １人
企画力開発研修 １人
法制執務研修 １人
民法研修 １人

新潟県市町村総合事務組合

一般職員１部研修 ４人
一般職員２部研修 ４人
新採用職員研修 ４人
税務職員研修 ２人
財務会計事務職員研修 ２人
政策法務研修 １人

市町村職員中央研修所
（市町村アカデミー）

変革の時代の人事管理と組織づくり研修 １人
災害に強い地域づくり研修 １人
環境と共生の環境づくり研修 １人

⑵　勤務成績の評定状況
　職員の成績評定の導入について、検討中。

７．職員の福祉及び利益保護の状況（平成17年度） 
区　　　　　分 事　　業　　名 事　業　概　要

厚　生　制　度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導
人間ドック １日人間ドック
健康増進教育 健康相談、禁煙サポート
元気回復事業 町村会主催スポーツ大会

共　済　制　度
（県市町村職員共済組合事業）

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付等
長期給付 退職共済年金、障害共済年金等
福祉事業 貸付事業、保健事業等
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聖
籠
町
国
保
診
療
所　

所
長　

丸
山
貴
広

　

い
よ
い
よ
忘
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
し
た
。
会
社
や
町
内
会
、
友

人
と
の
集
り
で
１
年
を
振
り
返
り
な

が
ら
飲
酒
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
適
度
な
飲
酒
は
冠
動
脈
疾
患

を
予
防
し
、
健
康
に
よ
い
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
が
、過
度
の
飲
酒
は
、

つ
ら
い
二
日
酔
い
を
起
こ
し
た
り
、

健
康
を
害
し
た
り
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
は
体
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー
ル

の
作
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

〈
ア
ル
コ
ー
ル
の
働
き
〉

　

お
酒
を
飲
む
と
エ
タ
ノ
ー
ル
の
血

中
濃
度
が
上
昇
し
、
大
脳
の
働
き
を

抑
止
し
、
理
性
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
が「
酔
い
」で
す
。「
一
気
飲
み
」

な
ど
で
急
激
に
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
が
上
昇
す
る
と
、
意
識
を
失
っ
た

り
、
時
に
呼
吸
が
止
ま
り
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、ア
ル
コ
ー

ル
は
体
の
細
胞
に
傷
害
を
起
こ
す
働

き
も
あ
り
ま
す
。
飲
酒
後
に
胃
を
内

視
鏡
で
観
察
す
る
と
、
た
だ
れ
て
い

た
り
、
自
分
自
身
を
守
ろ
う
と
し
て

胃
自
身
が
産
生
し
た
多
く
の
粘
液
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

〈
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
産
物
〉

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
90
％
以
上
は
肝
臓

で
代
謝
さ
れ
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

と
な
り
、
最
終
的
に
酢
酸
（
酢
）
と

水
に
分
解
さ
れ
無
毒
化
さ
れ
ま
す
。

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
強
い
毒
性
を

持
っ
て
お
り
、
肝
臓
や
消
化
管
に
害

を
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
二
日
酔
い
の

症
状
（
頭
痛
、
吐
き
気
、
倦
怠
感
）

も
こ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
原
因

で
す
。

〈「
飲
め
る
遺
伝
子
」
と

「
飲
め
な
い
遺
伝
子
」〉

　

こ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
分
解

す
る
能
力
（
＝
酵
素
）
は
、
遺
伝
子

で
決
定
さ
れ
ま
す
。「
飲
め
る
遺
伝

子
」
を
多
く
持
っ
て
い
る
人
は
、
い

わ
ゆ
る
酒
が
強
い
「
上じ
ょ
う
ご戸
」
と
な
り
、

「
飲
め
な
い
遺
伝
子
」
を
持
っ
て
い

る
人
は
「
下げ

戸こ

」
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
若
い
う
ち
に
先
輩
に
飲
ま
さ
れ

て
酒
に
強
く
な
っ
た
と
い
う
経
験
が

あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
？

こ
の
方
は
「
飲
め
る
遺
伝
子
」
が
少

な
い
「
か
く
れ
下
戸
」
で
あ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
は
酒
に
強
い

と
思
い
込
み
、
肝
臓
が
分
解
で
き
る

能
力
以
上
に
飲
酒
す
る
た
め
、
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
た
ま
り
や
す
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
肝
臓
で

繊
維
化
を
促
進
さ
せ
肝
硬
変
を
生
じ

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
の
ど
や
食
道
の

粘
膜
に
障
害
を
起
こ
し
、
癌
を
発
生

さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
か
く

れ
下
戸
」
の
方
は
「
自
分
は
お
酒
に

強
く
な
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
い
て
も
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は

分
解
さ
れ
に
く
く
、
体
に
害
を
起
こ

し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
ど
れ
く
ら
い
の

 

飲
酒
量
が
よ
い
か
？
〉

　

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的

に
は
、
日
本
酒
で
１
日
２
合
ま
で
、

か
つ
１
週
間
の
う
ち
連
続
し
て
２
日

間
禁
酒
日
を
設
け
る
こ
と
が
肝
臓
へ

の
負
担
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
上
の
飲
酒
は
肝
臓
に
過

度
の
負
担
を
か
け
、
肝
障
害
を
生
じ

ま
す
。
例
え
ば
、
１
日
６
合
の
日
本

酒
を
５
年
間
飲
み
続
け
る
と
70
％
の

人
に
何
ら
か
の
肝
障
害
を
生
じ
、
15

年
飲
み
続
け
る
と
51
％
の
方
が
肝
硬

変
に
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

硬
変
を
元
に
戻
す
治
療
法
は
残
念
な

が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
飲
酒
量
は
あ
く
ま
で
も
健

康
な
方
の
場
合
で
あ
り
、
肝
臓
病
や

医
師
か
ら
飲
酒
を
控
え
る
よ
う
指
導

さ
れ
て
い
る
方
は
禁
酒
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

〈
ま
と
め
〉

　

酒
は
「
百
薬
の
長
」
と
い
い
ま
す
。

お
薬
に
は
、
よ
い
作
用
も
あ
れ
ば
、

望
ま
し
く
な
い
副
作
用
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
お
酒
を
飲
め
な
い
方
や

飲
ん
で
は
い
け
な
い
方
に
無
理
に
勧

め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
上
手
に

お
酒
と
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

お酒のはなしお酒のはなし

＊肝臓にやさしいお酒の飲み方 
・１日の飲酒量は日本酒で２合以内。
・１週間のうち休肝日を２日連続して設ける。
・楽しく会話をしながら、時間をかけて飲む
　（カラオケなどはお勧めです）。
・一度にいろいろな種類のお酒を飲まない
　（チャンポン飲みはしない）。
・おつまみを取りながら飲酒する。
・夜０時以降は飲酒しない。
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平成19年から

所得税・住民税が大きく変わります
何が変わるの？
　三位一体改革（※）の一環として、平成18年度税制改正が行われ、国税である所得税の一部（３兆円規模）を
地方税である個人住民税へ移すことになりました。
　これを税源移譲といいますが、このことにより、平成19年から所得税と個人住民税の税率が変わり、ほとんど
の方は所得税が減り、個人住民税が増えることになります。
　これは、地方自治体が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に必要な行政サービスを自らの責任でより
効率的に行えるようにしたものです。
※ 三位一体改革とは、①国庫補助負担金を廃止・縮減する、②国から地方へ税源を移譲する、③地方交付税を見
直すことを言います。

どう変わるの？
　個人住民税には、所得に応じてご負担いただく所得割と皆様に一定額を均等にご負担いただく均等割があり、
平成19年度から所得割の税率が、現在の３段階（５％、10％、13％、いずれも県民税と町民税を合わせた税率）
から一律10％（町民税６％、県民税４％）に変わります。
　また、所得税は４段階（10、20、30、37％）から６段階（5、10、20、23、33、40％）に変わります。

税源移譲の２つのポイント
１． 所得税は減少、個人住民税は増加となりますが、所得税と個人住民税を合わせた税負担は基本的に変わりま
せん

　前述したように、税源移譲による個人住民税所得割の税率を一律10％（町民税６パーセント県民税４％）に
することに伴い、国の所得税の税率も現在の４段階から６段階に変わります。
　また、個人住民税と所得税では、基礎控除や扶養控除などの人的控除額に差がありますので、両税を合わせ
た税負担に変動が生じないよう、この差額が調整されます。

２．所得税と個人住民税の納付方法によって、税源移譲の影響が出る時期にズレがあります。
●サラリーマン等で給料から税金を天引きされる方
　平成19年１月の給料から天引きされる所得税は減少し、平成19年６月分から天引きされる個人住民税は増
加するので、税負担の減少が先行します。なお、年金受給者の場合は平成19年２月に支給される年金から天
引きされる所得税は減少し、平成19年６月以降に納付する個人住民税は増加します。

●事業をされている方で確定申告時等に所得税を納付される方
　平成19年６月分から納付する個人住民税が増加し、平成20年３月の確定申告時に納付する所得税が減少す
るので、税負担の増加が先行します。

税源移譲以外の主な変更点

●定率減税が廃止されます
　平成11年度から景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経済状
況を踏まえて廃止されます（所得税は平成19年１月分、住民税は平成19年６月分から）。

●住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています
　平成17年１月１日現在、65歳以上の方（昭和15年１月２日以前に生まれた方）で、前年の合計所得金額が125
万円以下の方は、平成17年度まで住民税が非課税でしたが、年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観点
から、この措置が平成18年度から廃止され、現役世代と同様の制度が適用されています。ただし、急激な税負担
を緩和するため経過措置がとられています。

●独身者の場合
給与収入

税源移譲前（単位：円）

➡
税源移譲後（単位：円）

＝
負　担
増減額所得税 住民税 合計 所得税 住民税 合計

300万円 124,000 64,500 188,500 62,000 126,500 188,500 0円
500万円 258,000 163,000 421,000 160,500 260,500 421,000 0円

●夫婦＋子２人（妻と子供2人が被扶養者）の場合
給与収入

税源移譲前（単位：円）

➡
税源移譲後（単位：円）

＝
負　担
増減額所得税 住民税 合計 所得税 住民税 合計

300万円 0 9,000 9,000 　　0 9,000 9,000 0円
500万円 119,000 76,000 195,000 59,500 135,500 195,000 0円
700万円 263,000 196,000 459,000 165,500 293,500 459,000 0円

※１　夫婦と子ども２人の場合、子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※２　一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※３　住民税には、均等割（町民税3,000円、県民税1,000円）は含まれていません。
※４　税源移譲前の所得税及び住民税は、定率減税額を差し引く前の金額となっています。

モデルケース　税源移譲による負担変動（年額）

所得税：平成18年１月分から
　　　　税額の10％相当額を減額（12.5万円を限度）
住民税：平成18年６月分から
　　　　税額の7.5％相当額を減額（２万円を限度）

平成18年

所得税：平成19年１月分から廃止
住民税：平成19年６月分から廃止

平成19年以降

➡

合計所得金額 　
125万円以下の方

非課税

平成17年度

課 税
経過措置として
平成18年度は税額の３分の２を減額
平成19年度は税額の３分の１を減額
平成20年度以降は全額負担

※この経過措置は昭和15年１月２日以前に生まれた方が対象になります

平成18年度以降

➡

 住 民 税 196,000円  住 民 税 293,500円
 （定率減税 △14,700円）
 所 得 税 263,000円  所 得 税 165,500円
 （定率減税 △26,300円）  

 合　　計 418,000円  合　　計 459,000円
※１　夫婦と子ども２人の場合、子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※２　一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※３　住民税には、均等割（町民税3,000円、県民税1,000円）は含まれていません。

モデルケース　夫婦＋子２人（妻と子供2人が被扶養者）・給与収入700万円（年額）

平成18年 平成19年

➡

詳しくは、役場税務財政課住民税担当へお問い合わせください。　☎２７－２１１１（内線１４３）

 住民税 非課税 住民税 19,900円  住民税 37,300円
   （定率減税 △1,500円） 住民税×３

１ △12,434円
   （住民税－定率減税）×３

２ △12,267円  
 所得税 34,800円  所得税 34,800円  所得税 17,400円
 （定率減税 △6,960円） （定率減税 △3,480円）
 合　計 27,840円  合　計 37,453円  合　計 42,266円

 （税　額 27,800円） （税　額 37,400円） （税　額  42,200円）
※１　一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※２　住民税には、均等割（町民税3,000円、県民税1,000円）は含まれていません。
※３　年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので、経過措置が適用されます。

モデルケース　70歳単身・年金収入200万円（年額）

平成17年度 平成18年度 平成19年度
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国民年金保険料の納付相談を行います
　国民年金保険料について、下記のとおり納付相談会を行います。
　日頃忙しくて保険料を納めに行けない方、過去の免除期間分の保険料を少しでも
納めておきたい方はもちろん、保険料の納付が困難な方については免除申請も受け
付けますので、ぜひこの機会をご利用ください。
　また、ご本人の被保険者期間についての照会や年金に関する簡単な相談も受け付
けます。
※相談の内容によっては回答が後日になる場合もありますのでご了承ください。

期　　日 場　　所 時　　間 内　　容

12月17日（日）
聖籠町町民会館
小ホール

午前10時から午後６時まで
保険料の納付・免除
年金に関する相談

12月25日（月）
12月26日（火）

新発田社会保険事務所 午前９時から午後７時まで
保険料の納付・免除
年金に関する相談

予約の必要はありません。また、個人情報は固く守られます。

◎お持ちいただくもの　　印鑑、免許証又は保険証（本人確認できるもの）

追納しましょう！
　免除・納付猶予・学生納付特例の承認を受けた期間の保険料は、10年以内であればさか
のぼって納めることができます（追納といいます）。追納することによって、将来受け取る
老齢基礎年金の年金額を満額に近づけることができます。
　ただし、３年目以降追納する場合は当時の保険料に加算金がつきますので、お早めの「追
納」をおすすめします。

年金受給者の皆様へ
現況届の提出が不要となります
　これまで年１回、誕生月に提出していただいていた現況届（ハガキ）が、住民基本台帳ネットワークシステム（以
下、住基ネット）を活用することにより、12月生まれの方から原則不要となります。
　ただし、次に該当する方はひきつづき現況届の提出が必要です。
● 社会保険庁で保有している本人基本情報（氏名・性別・生年月日・住所）と住基ネットの情報が相違し、住民
票コードを確認できない方
（住民票コードを確認できなかった方には、社会保険庁からその旨をお知らせします。）
●住基ネットに参加していない市町村にお住まいの方
（聖籠町は住基ネットに参加しています。）
●外国籍の方
●外国にお住まいの方

※ また、住基ネットで確認することができるのは受給者本人の生存に関する事項ですので、加給年金額を受けら
れるかどうかの生計維持の確認が必要な方は「生計維持確認届」が、障害の程度を確認するため医師による診
断書が必要な方は「診断書」の提出が必要です。

お問い合わせ先　聖籠町役場　町民課　国民年金担当　☎２７－２１１１（内線１１２）
　　　　　　　　新発田社会保険事務所　　　　　　　☎２３－２１２０  　　　　　
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高
齢
者
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
は

　

役
場
生
活
環
境
課

☎
２
７―

１
９
６
２

（
直
通
）

交交 通
安 全
交 通
安 全
Ｎ
ＥＷＳ
vol. 56

町の交通事故

発生状況
区分

年

10月 １月～10月（累計）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成18年 7 1 9 72 1 104

平成17年 8 0 17 102 2 148

増　減 －1 ＋1 －8 －30 －1 －44

　

11
月
１
日
（
水
）・
２
日
（
木
）

の
両
日
、
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運

動
の
一
環
と
し
、
町
で
は
交
通
安
全

協
会
聖
籠
支
部
と
交
通
安
全
母
の
会
、

交
通
安
全
指
導
員
、
新
発
田
警
察
署

と
協
力
し
、
次
第
浜
集
落
の
高
齢
者

世
帯
を
訪
問
し
て
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
夕
暮
れ
か

ら
夜
間
に
か
け
て
、
道
路
横
断
中
に

多
く
発
生
し
ま
す
。

　

外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い
服
装

で
、
靴
や
持
ち
物
に
反
射
材
を
取
り

付
け
、
車
の
運
転
者
か
ら
見
え
や
す

い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
道
路
を

横
断
す
る
際
は
、
車
が
通
り
過
ぎ
て

か
ら
横
断
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し

た
。

高
齢
者
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

次
第
浜
集
落
の
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
！

　

年
末
を
迎
え
人
や
車
の
動
き
が
慌

し
く
な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

づ
け
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

飲
酒
運
転　

し
な
い
さ
せ
な
い

 

街
づ
く
り

　

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
！

○
酒
酔
い
運
転

 

‥
３
年
以
下
の
懲
役

 
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

○
酒
気
帯
び
運
転

 
‥
１
年
以
下
の
懲
役

 

ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

○
呼
気
検
査
拒
否

 

‥
30
万
円
以
下
の
罰
金

○
危
険
運
転
致
死
傷
罪　

　
　

人
を
死
亡
さ
せ
た
場
合

 

‥
１
年
以
上
20
年
以
下
の
懲
役

　
　

人
を
負
傷
さ
せ
た
場
合

 

‥
15
年
以
下
の
懲
役

交
通
安
全

　

指
導
員
に
齋
藤
さ
ん

　

交
通
安
全
教
育
や
啓
発
活
動
に
活

躍
す
る
交
通
安
全
指
導
員
に
正
庵
の

齋
藤
洋
子
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
11
日
〜
12
月
20
日

冬
の
交
通
事
故

　

防
止
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

運動の重点

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高齢者の交通事故防止 飲酒運転の追放
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戦
没
者
等
の

戦
没
者
等
の

 　
　
　

ご
遺
族
の
皆
様
へ

　
　
　

ご
遺
族
の
皆
様
へ

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆弁護士相談（要予約）
　21日㈭
◆心配ごと相談
　６日㈬　20日㈬

町社会福祉協議会
☎27－6767
◆行政相談（毎月第２火曜日）
　12日㈫
　役場総務課（内線226）
◆乳幼児健康診査・各種学級
○１歳２か月児歯科健診
　11日㈪午後１時15分～
○１歳６か月児健診
　21日㈭午後１時15分～
○乳児健診
　22日㈮午後１時15分～
◆各種予防接種
　（受付は午後１時10分からです）
○ＢＣＧ予防接種
　１日㈮午後１時40分～
○麻しん風しん混合予防接種
　５日㈫午後１時40分～
○三種混合予防接種
　８日㈮午後１時40分～
○ポリオ予防接種
　15日㈮午後１時40分～

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ

お問い合わせ先
町　役　場 ☎２７－２１１１
町 民 会 館 ☎２７－２１２１
図　書　館 ☎２７－６１６６
保健福祉課（保健福祉センター内）

☎２７－６５１１
診　療　所 ☎２７－１２３４

12 月 の 行 事

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

1
日
・ 

道
路
整
備
の
促
進
を
求
め
る

全
国
大
会

3
日
・
12
月
議
会
定
例
会
（
初
日
）

　
　

・ 

第
25
回
聖
籠
町
親
善
剣
道
大

会

11
日
・ 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
理
事
会

12
日
・
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

15
日
・ 

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

平
成
19
年
度
当
初
予
算
査
定

　
　

・
町
防
災
会
議

18
日
・
豊
栄
病
院
運
営
審
議
委
員
会

19
日
・
農
家
組
合
長
会
議

20
日
・
区
長
会
議

26
日
・ 

新
潟
県
中
心
市
街
地
活
性
化

検
討
委
員
会

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

　

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
し
、
特と

く

別べ
つ

弔ち
ょ
う

慰い

金き
ん

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支

給
さ
れ
る
ご
遺
族
の
範
囲
は
次
の
と

お
り
で
す
。
請
求
を
い
た
だ
い
て
か

ら
国
債
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
１
年
ほ

ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

●
支
給
さ
れ
る
遺
族
の
範
囲

　

戦
没
者
等
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
三
親
等

内
親
族
、
こ
れ
ら
の
う
ち
上
位
順
位

者
１
名
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

対
象
者
に
よ
っ
て
は
支
給
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
請
求
受
付
期
限

　

平
成
20
年
3
月
31
日
ま
で

※ 

す
で
に
請
求
手
続
き
を
完
了
さ
れ

て
い
る
ご
遺
族
に
対
し
て
は
、
順

次
国
債
の
発
行
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
債
が
発
行
さ
れ
次
第
、
役

場
か
ら
請
求
者
ご
本
人
様
へ
通
知

文
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

役
場
町
民
課　

援
護
担
当

　

☎
２
７
―
２
１
１
１

　
　
（
内
線
１
１
２
）

  

戦
没
者
等
の

戦
没
者
等
の

  　
　
　

ご
遺
族
の
皆
様
へ

　
　
　

ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

放
送
大
学
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
が
学
べ
る
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
う
正
規
の

通
信
制
大
学
で
す
。

■
募
集
学
生

〇 

教
養
学
部
（
全
科
生
・
選
科
生
・

科
目
生
）

〇 
大
学
院
（
修
士
選
科
生
・
修
士
科

目
生
）

■
出
願
受
付
期
間

平
成
18
年
12
月
15
日
（
金
）
〜

平
成
19
年
２
月
15
日
（
木
）

★ 

自
宅
で
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
・
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
な
ど
を
利
用

し
て
視
聴
で
き
ま
す
。 

学
習
セ
ン

タ
ー
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

★ 

学
費
が
安
く
、
入
学
試
験
も
あ
り

ま
せ
ん
。

★ 

人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
等
の

幅
広
い
分
野
の
科
目
（
約
３
０
０

科
目
）
が
選
べ
ま
す
。
健
康
、
福

祉
、
心
理
に
関
す
る
科
目
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
科
目
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

★ 

各
種
国
家
試
験
受
験
者
資
格
取
得

あ
る
い
は
一
次
試
験
免
除
に
必
要

な
単
位
の
一
部
又
は
全
て
を
取
得

で
き
ま
す
。

　

取
り
あ
え
ず
、
資
料
を
ご
請
求
く

だ
さ
い
！

■ 

資
料
請
求
（
無
料
送
付
）・
問
い

合
わ
せ
先

　

〒
９
５
１
―
８
１
２
２

　

新
潟
市
旭
町
通
１
―
７
５
４

　

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１

  

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

月の届出
げんきなよい子

出生
赤ちゃん 保護者 行政区

健
けん
　太

た
ちゃん （ 北沢　英晴 ） 蓮　野

隆
りゅうのすけ
之介ちゃん （ 大谷　圭一 ） 正　庵

紅
くれ
　羽

は
ちゃん （ 平野　拓也 ） 次第浜

美
み
　結

ゆ
ちゃん （ 斎藤　大輔 ） 山三賀

李
り
　乃

の
ちゃん （ 遠藤　和彦 ） 藤　寄

萌
も
　果

か
ちゃん （ 若林　尚幸 ） 旭ヶ丘

日
ひ
　和

より
ちゃん （ 高橋　信弥 ） 蓮　潟

　椋
りょう
　ちゃん （ 阿部　智志 ） 聖中ヶ丘

竜
たつ
　也

や
ちゃん （ 阿部　　努 ） 山大夫

新郎・新婦 行政区

冨　樫　一
かず

　雅
まさ

さん｝ 山諏訪山
（長谷川）美

み

　奈
な

さん

飯　田　雄
ゆう

　一
いち

さん｝ 別　條
（松田）　真

ま

　弥
や

さん

渡　辺　博
ひろ

　参
かず

さん｝ 次第浜
（馬場）　　　恵

めぐみ

さん

鷲　尾　　　翔
しょう

さん｝ 山諏訪山
（伊藤）　真

ま

　美
み

さん

幸多い人生を
婚姻

氏　名 年齢 行政区

磯　部　　　貢
みつぐ
さん （46歳） 網代浜

布　施　ヨシエさん （96歳） 藤　寄

小　熊　正
まさ
　太

た
さん （85歳） 大夫興野

斎　藤　順
じゅん
　二

じ
さん （79歳） 山　倉

渡　辺　サ　キさん （95歳） 大夫興野

本　田　セ　ツさん （77歳） 次第浜

吉　田　太
た
四
し
郎
ろう
さん （75歳） 二本松

ごめいふ
くをお祈りします
死亡

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

入　札　結　果
入札日　H18.10.11～10.20

件　　名 契約額
(円) 業 者 名

納入完了日又は
工事（委託）
期間最終日

1 庁舎 1階建具修繕工事
(不調により

随意契約)
1,417,500

藤木鉄工㈱ 平成18年11月21日

2 消防器具置場建築工事 2,803,500 ㈱諏訪建設 平成18年12月30日

3 用第 7 号　三賀新発田線道路路線用地測量業務委託 2,782,500 ㈱信越測量設計 平成19年 3 月20日

4 側第 3 号　中の橋真野線外1路線道路側溝工事 3,675,000 ㈲入山建設 平成19年 1 月19日

5
特下工第 2 号　真野第 1・
第 3 マンホールポンプ設置
工事

14,385,000 新明和工業㈱　新潟営業所 平成19年 3 月22日

6 舗第 2 号　次第浜網代浜線道路舗装工事 4,620,000 ㈱水倉組　新発田営業所 平成18年12月11日

7 用第 1 号　蓮潟二ツ山線道路用地測量業務委託 2,572,500 大矢測量㈱ 平成19年 3 月20日

8 自動血球係数ＣＲＰ測定装置購入 2,782,500 フクダ電子新潟販売㈱ 平成18年11月24日

9 舗第 3 号　次第浜西池線道路舗装工事 4,567,500 鹿島道路㈱北陸支店 平成18年12月27日

10 特下委第 7 号　藤寄管渠実施設計業務委託 26,145,000 オリジナル設計㈱新潟事務所 平成19年 3 月23日

11 消防ポンプ自動車購入 12,133,800 新潟モリタ㈱ 平成19年 3 月26日

10 ○ 

成
人
用
お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
用
証
明
書
（
介
護

保
険
主
治
医
意
見
書
写
し
）
の

発
行
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認
定

を
受
け
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方
で

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
介
護

保
険
主
治
医
意
見
書
写
し
を
発
行
し

ま
す
。（
平
成
18
年
中
に
使
用
し
た

お
む
つ
代
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

■ 

介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
に
次
の

記
載
の
あ
る
方

１ 

．
日
常
生
活
自
立
度
が
一
定
基
準

以
上
（
B1
／
B2
／
C1
／
C2
）
で
あ

る
こ
と

２ 

．
発
生
の
可
能
性
の
高
い
病
態
で

「
尿
失
禁
」
の
可
能
性
が
「
あ
り
」

で
あ
る
こ
と

○ 

老
齢
者
の
所
得
税
、
地
方
税
上

の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

の
発
行
に
つ
い
て

　

年
齢
65
歳
以
上
で
心
身
に
障
害
が

あ
り
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る
方
に

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

次
の
要
領
で
発
行
し
ま
す
。

■ 

介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
方

・ 

介
護
保
険
認
定
調
査
票
の
日
常
生

活
自
立
度
等
に
基
づ
き
認
定

■ 

介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方
で
「
寝
た
き

り
」、「
認
知
症
」の
状
態
に
あ
る
方

・ 

保
健
福
祉
課
職
員
が
日
常
生
活
自

立
度
等
の
調
査
を
行
い
、
該
当
す

る
場
合
は
認
定
書
を
発
行
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
保

健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※ 

・
平
成
18
年
中
に
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
の
証
明
書
も
発
行
で
き

ま
す
。

　

 

・
発
行
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
保
健
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課

　

☎
２
７
―
６
５
１
１

税
金
控
除
の
た
め
の
証
明
書
を
発
行

成
人
用
お
む
つ

老
齢
障
害
者

成
人
用
お
む
つ

老
齢
障
害
者

  

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
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電話のユニバーサル
　サービス制度がスタートします
電話のユニバーサル
　サービス制度がスタートします

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

役場生活環境課　☎２７－２１１１（内線２８３）

ごみの種類 年　　末（まで） 年　　始（から）

燃やせるごみ 12月29日㈮ １月４日㈭

燃えないごみ

山倉地区：12月25日㈪
蓮野地区：12月26日㈫
亀代地区：12月27日㈬

山倉地区：１月12日㈮
蓮野地区：１月９日㈫
亀代地区：１月10日㈬

資源ごみ（ペットボトル・空き缶・

ガラスびん・紙パック）

12月28日㈭
※ 亀代地区のペットボトル・紙パッ
クは、12月29日㈮

１月４日㈭
※ 亀代地区のペットボトル・紙パッ
クは、１月５日㈮

資源ごみ（プラスチック）
山倉・蓮野地区：12月26日㈫
亀代地区：12月27日㈬

山倉・蓮野地区：１月９日㈫
亀代地区：１月10日㈬

※詳しくは、ごみカレンダーをご覧ください。

年末年始のごみ収集日程のお知らせ

　

町
で
は
、
生
ご
み
処
理
器
を
利
用

し
て
い
る
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
町

指
定
の
ご
み
袋
と
発
酵
促
進
剤
等
を

引
き
換
え
で
き
る
給
付
制
度
が
あ
り

ま
す
。
引
き
換
え
方
法
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
取
扱
店
や
杉
の
子
の

家
か
ら
実
費
で
購
入
も
で
き
ま
す
）。

■
給
付
制
度
に
つ
い
て

● 

ぼ
か
し
、発
酵
促
進
剤
の
給
付
は
、

町
の
可
燃
ご
み
指
定
袋
と
の
引
き

換
え
に
な
り
ま
す
。

● 

引
き
換
え
場
所
は
、
聖
籠
町
役
場

２
階
生
活
環
境
課
で
す
。

● 

給
付
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
く

際
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※ 
１
回
の
申
請
時
に
引
き
換
え
で
き

る
の
は
、
発
酵
促
進
剤
は
２
袋
、

ぼ
か
し
は
５
袋
ま
で
と
な
り
ま
す
。

役
場
生
活
環
境
課

　

☎
２
７
―
２
１
１
１

　
　
（
内
線
２
８
３
）

生
ご
み
処
理
器
を

生
ご
み
処
理
器
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　

２
０
０
３
年
12
月
に
関
東
・
中
京
・

近
畿
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
（
地
デ
ジ
）
は
、

そ
の
エ
リ
ア
を
順
次
拡
大
し
、

２
０
０
６
年
12
月
、
全
国
の
都
道
府

県
庁
所
在
地
に
お
い
て
放
送
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
内
の
テ
レ
ビ
放
送
事
業
者

で
は
、
２
０
１
１
年
７
月
の
ア
ナ
ロ

グ
放
送
終
了
に
向
け
て
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
中
継
局
の
整
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
が
、
11
月
１
日
に
は
県
内

で
９
局
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
が

開
局
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、

10
月
１
日
か
ら
全
放
送
事
業
者
が
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
受
信
機
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
、
鮮
明
で
高
画
質
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆ 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は

・
総
務
省
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ

　

☎
０
５
７
０
―
０
７
―
０
１
０
１

　

（
平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　

 

土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
：
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
）

・ 

㈳
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

（
Ｄ
―
Ｐ
Ａ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.d
-p
a
.o
rg
/

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局

　
　
　
　
　

開
局
の
お
知
ら
せ

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に

　
「
ア
ナ
ロ
グ
放
送
」
は
終
了
し
ま
す
！

Ｑ１ ユニバーサルサービスとは何ですか？
Ａ１　 電気通信事業法により、「あまねく日本全国で提供が確保されるべき」と規定されているサービスです。

加入電話、公衆電話、１１０番・１１８番・１１９番などの緊急通報がこれに該当します。

Ｑ２ なぜユニバーサルサービス制度が必要なのですか？
Ａ２　 昨今の携帯電話・ＩＰ電話の普及や電話サービスにおける競争が進んだことなどに伴い、通信料金は

大幅に安くなりました。一方、ユニバーサルサービスの確保に必要な費用が不足しており、このまま

では、ＮＴＴ東日本・西日本だけでユニバーサルサービスを維持できなくなることから、主要な電話

会社全体で支えていくことになったのです。

Ｑ３ 利用している電話会社の利用料金が値上がりになるのですか？
　　Ａ３　 ユニバーサルサービス制度の負担金は、当該負担金を拠出する電気通信事業の

費用の一部を構成するものであり、最終的にはその原資は最終利用者からの料

金収入によって賄われます。そのため、ユニバーサルサービス制度の負担金を

拠出する事業者が当該負担金を経営努力によって内部吸収するか、あるいは利

用者に対して負担を求めるかについて、経営判断により決定することになりま

す。詳細はご利用の電気通信事業者にお問い合わせください。

ユニバーサルサービス制度に関する情報は、次のホームページに掲載しています。
http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/universalservice/index.html

信越総合通信局　電気通信事業課　☎０２６－２３４－９９５２
ユニバーサルサービス制度の
キャラクター「ユニ」ちゃん

電話のユニバーサル
　サービス制度がスタートします
ユニバーサルサービス制度とは？
　ユニバーサルサービス制度とは、ＮＴＴ東日本や西日本が加入電話などのユニバーサルサービス
の提供を確保するために必要な費用を、電話会社全体で応分に負担する、受益者負担の考え方に基
づいた仕組みです。

ユニバーサルサービス制度に関するQ&A 

　現在、社会資本整備審議会（国土交通大臣の諮問機関）では次期社会資本整備重点計画の策定に向
けて、「真に必要な道路とは 論議のポイント」と題したパンフレットを作成し、以下に示すホームペー
ジで、国民の皆様からの意見を募集しています。
　真に必要な道路とは何かについて、皆様のご意見をお聞かせください。
●パソコンから
　http://www.douro-seisaku.jp/
●携帯電話から
　http://www.douro-seisaku.jp/m/
国土交通省北陸地方整備局道路計画課

　☎０２５－２８０－８８８０（代表）

国土交通省からのお知らせ



20広報聖籠 Ｈ18. 12日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

水道管にも冬じたくを！
　寒さも厳しくなり、これからが冬本番となります。
　気温がマイナス３度以下になると、水道管の立ち上
がり（給水管）や蛇口等が凍って水が出なくなったり、
破裂したりする水道の凍結事故が多くなります。
　寒さは水道の大敵です。テレビ等の気象情報に注意
し、異常低温注意報等が出たときは、凍結事故に気を
つけましょう。

○凍結を防ぐには
　屋外で保温をしていない水道管等は、専用の保温材
か凍結防止ヒーターを取り付けて、凍結防止を行って
ください。
　冷え込みが予想される時は、蛇口から鉛筆の芯より
少し太めに出してください。
※ なお、空き家や長期間留守にする場合は、メーターボッ

クス内の止水栓を右に廻して閉め、蛇口を開けて水抜

きをして凍結破損に気をつけてください。

○凍結して水が出なくなったとき
　蛇口を全開にして、凍った部分にタオルをかぶせ、
蛇口の方から50℃前後の湯をゆっくりとかける。
※ 熱湯を急にかけたりすると、ヒビ割れや破裂する事が

あります。

○凍結やヒビ割れしたとき
　メーターボックス内の止水栓を右に廻して水を止め、
聖籠町指定給水装置工事事業者に修理を申し込んでく
ださい。
※ 指定給水装置工事事業者以外の業者や個人で立ち上が

りを含む水道管の工事を行うと、違反工事となり、凍

結による水漏れで水道使用料が増えた時、水道料金の

軽減の対象とはなりませんので注意してください。

上水道の水は安心・安全です
　上水道の水は、新潟市の東港浄水場で、毎日薬品や
機械を使用して水道水の検査を行い、安全性を確認し
た水を皆さんに送っています。町も、みなさんの蛇口
から出る水を毎月検査して水質の監視を行っています。
このように、上水道の水は常に監視され安全な水が皆
さんの家庭に送られていくのです。
　また、上水道の水は薬品臭いと良く言いますが、病
原菌などによる汚染を防ぐために、塩素による消毒を
行っているのです。
　塩素消毒された水道水の中に残っている塩素の事を
残留塩素と言います。残留塩素は時間の経過とともに
減少していきますが、水道の蛇口から出る水に0.1mg/
ℓ以上あることが法律で義務付けられているのです。
塩素臭は、病原菌などに汚染されていない安全な水の
標なので、安心してご使用ください。
　地下水をご利用している方は、安心安全な上水道を
利用することをお勧めいたします。

朝一番の水は飲み水以外に！
　みなさんのお宅の蛇口から朝一番や長時間留守にさ
れていたとき出る最初の水は、水道管内に長時間滞留
しているため、赤水などが発生したり消毒用の塩素が
少なくなったりしていることがあります。
　朝一番や長時間使用しない蛇口の水道を使用する場
合は、念のため、使い始めのバケツ一杯程度（約10リッ
トル）の水は、飲用や調理以外の用途にお使いくださ
るようお願いします。

冬期間の水道検針について
　水道メーターの検針は、毎月25日から30日までの期
間で実施していますが、12月と２月の検針については
23日から28日の間でメーターの検針を実施させていた
だきます。
　メーター検針は実視検針が基本ですが、冬期間の積
雪時メーターボックスが雪に埋まってメーター検針の
実視検針が困難な時は、前３か月の使用水量を考慮し
た推定検針とさせていただきます。
　また、実視検針が可能となった場合は、推定検針の
清算を行います。これは推定検針で使用量を過大認定
していた場合は、還付・減額等を行い、過少認定して
いた場合は差額を加算していただくことになります。

　新潟東港地域水道用水供給企業団から購入して

上水道の衛生的な水で…上水道の衛生的な水で…上水道の衛生的な水で…上水道の衛生的な水で…

上下水道課からのお知らせ
役場上下水道課　上水道係　
☎２７－２１１１（内線３４１）

いる上水道は、水道法の水質基

準に適合した、きれいで安全な

水です。このことだけでも、安

心してお使いいただけることと

思います。
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生
活
環
境
課

 

11
月
10
日
（
金
）

● 

青
パ
ト
出
発
式
！

　

い
ざ
出
発

　
　
　

〜
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
〜

　

町
で
は
、
こ
ど
も
と
地
域
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
犯
罪
の
抑
止
効

果
が
あ
る「
青
色
回
転
灯
装
着
車
両
」

（
通
称
〝
青
パ
ト
〞）
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

今
ま
で
の
対
策
と
し
て
は
、
昨
年

か
ら
循
環
バ
ス
や
交
通
安
全
指
導
者

に
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
車
」
と
い

う
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
業
務
す
る

「
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し

た
り
、「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

に
も
取
り
組
ん
だ
り
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
加
え
青
パ
ト
で
、
定
期

的
に
町
内
を
巡
回
し
ま
す
。

　

幸
い
町
内
で
は
、
こ
ど
も
を
狙
っ

た
大
き
な
事
件
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
日
暮
れ
が
早
ま
る
と
「
声
か

け
」「
連
れ
去
り
」
な
ど
の
事
件
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

 

11
月
５
日
（
日
）

● 

消
防
団
機
関
員
講
習
会
開
催

　

消
防
団
員
の
資
質
と
消
防
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
た
聖
籠
町
消
防
団

機
関
員
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
講
習
会
に
先
立
ち
、
役

場
と
消
防
幹
部
及
び
各
班
と
の
無
線

交
信
に
よ
る
感
度
確
認
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
機
関
員
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
先
に
消
防
ポ
ン
プ

の
構
造
、
操
作
方
法
、
中
継
放
水
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、

そ
の
後
、
自
動
車
ポ
ン
プ
と
小
型
ポ

ン
プ
に
分
か
れ
て
機
材
の
使
用
方
法

や
中
継
放
水
の
実
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
団
員
は
、
火
災
現
場

の
状
況
を
想
定
し
な
が
ら
、
い
か
に

迅
速
に
、
適
格
に
消
火
活
動
が
出
来

る
か
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

● 

平
成
18
年
度
国
土
調
査
の
現
地
調

査
を
始
め
て
い
ま
す

　

今
年
度
国
土
調
査
を
実
施
す
る
区

域
の
藤
寄
・
大
夫
興
野
で
現
地
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。
９
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
は
道
路
や
河
川
・
水
路
な

ど
の
境
界
を
確
定
す
る
た
め
、
隣
接

す
る
土
地
の
所
有
者
の
方
々
に
現
場

で
の
立
会
い
を
お
願
い
し
て
、
境
界

が
確
定
し
た
と
こ
ろ
に
は
赤
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
杭
の
打
ち
込
み
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
10
月
末
か
ら
11
月
中
旬

に
か
け
て
は
、
個
人
が
所
有
す
る
土

地
の
境
界
に
つ
い
て
現
場
で
の
確
認

作
業
を
進
め
、
民
有
地
間
の
境
界
に

は
青
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
杭
を
打
ち
込

む
作
業
を
進
め
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
11
月
中
に
は
今
年
度

の
調
査
区
域
内
の
す
べ
て
の
境
界
の

確
認
を
終
了
し
て
、
図
面
作
成
の
段

階
へ
と
作
業
は
移
り
ま
す
。
こ
の
図

面
が
完
成
す
る
の
は
年
明
け
の
６
月

頃
と
な
り
、
そ
の
後
に
完
成
し
た
図

面
を
今
回
立
会
い
を
お
願
い
し
た
土

地
所
有
者
に
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

産
業
観
光
課

 

10
月
23
日
（
月
）

● 

聖
籠
町
労
働
対
策
委
員
会
開
催

　

雇
用
状
況
は
！

　

町
労
働
対
策
委
員
会
（
議
会
、
行

政
機
関
、
民
間
企
業
か
ら
選
出
）
が

開
催
さ
れ
、
雇
用
状
況
調
査
資
料
や

新
発
田
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
最
近

の
雇
用
状
況
報
告
を
基
に
意
見
交
換

が
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

 

10
月
26
日
（
木
）

● 

第
10
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

定
例
会
開
催

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

　
（ 

平
成
18
年
度
教
員
表
彰
候
補
者
の
推
薦
）

・
就
学
援
助
の
認
定

　

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

・ 

家
庭
・
地
域
教
育
審
議
会
に
つ
い

て
継
続
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

 

10
月
17
日
（
火
）

● 

学
校
訪
問

・ 

第
８
回
教
育
委
員
会
学
校
訪
問
実

施
（
亀
代
こ
ど
も
園
）

農
業
委
員
会

10
月
26
日
（
木
）

●
聖
籠
町
農
業
委
員
会

第
19
期
第
32
回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所

有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
地
公
売
適
格
者
証
明
願
い
に
つ

い
て

　

以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

町
の
動
向

町
の
動
向

町
の
動
向
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２
０
０
６
Ｊ
リ
ー
グ
が
終
了
！

応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
年
の
３
月
５
日
に
開
幕
し
た
Ｊ

リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
が
、
今
月

２
日
（
土
）
に
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
・

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
行
わ
れ
る
大
宮
ア

ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦
を
も
っ
て
、
全
日

程
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ま
に
ス
タ
ジ
ア
ム
を
オ
レ
ン
ジ
に
染

め
て
い
た
だ
き
、
熱
い
声
援
を
送
っ

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
第
30
節

に
は
Ｊ
１
残
留
を
確
定
さ
せ
、
来

シ
ー
ズ
ン
も
国
内
サ
ッ
カ
ー
最
高
峰

の
舞
台
で
新
潟
を
全
国
に
発
信
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
来
シ
ー
ズ

ン
も
、
ス
タ
ジ
ア
ム
を
熱
く
盛
り
上

げ
る
サ
ッ
カ
ー
を
皆
さ
ん
に
ご
観
戦

い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
ご
声
援
、
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
シ
ー
ズ
ン
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｕ
―
19
日
本
代
表
に

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
か
ら

２
選
手
が
選
出

　

先
月
、
イ
ン
ド
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
Ａ
Ｆ
Ｃ
ユ
ー
ス
選
手
権
で
準
優

勝
を
果
た
し
た
19
歳
以
下
の
日
本
代

表
。
そ
の
Ｕ
―
19
日
本
代
表
に
、
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
か
ら
Ｆ
Ｗ
河
原

和
寿
選
手
と
Ｍ
Ｆ
田
中
亜
土
夢
選
手

の
２
選
手
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

河
原
選
手
は
大
切
な
緒
戦
の
北
朝

鮮
代
表
戦
で
先
制
ゴ
ー
ル
と
１
ア
シ

ス
ト
を
挙
げ
る
活
躍
を
見
せ
、
田
中

選
手
は
質
の
高
い
プ
レ
ー
で
全
６
試

合
中
５
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。
日

本
は
惜
し
く
も
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
両
選
手
は
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
代
表
と
し
て

全
力
を
尽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
ベ
ス
ト
４
以
上
の

チ
ー
ム
に
来
年
カ
ナ
ダ
で
行
わ
れ
る

20
歳
以
下
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
の

出
場
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
カ
ナ
ダ

で
も
代
表
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で
厳
し
い
レ

ギ
ュ
ラ
ー
争
い
に
勝
ち
、
試
合
に
出

場
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
両
選

手
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス

優
勝
！ 

１
部
昇
格
！

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
が
、
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
日
本
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
最
高
峰
に
挑
み
ま
す
。

先
月
す
べ
て
の
日
程
が
終
了
し
た

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
２
（
２
部
）
で
、
レ

デ
ィ
ー
ス
は
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
、

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
（
１
部
）
へ

の
昇
格
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
で
行
わ
れ
た
最
終
戦

に
は
、
遠
方
に
も
関
わ
ら
ず
多

く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
き
、
監
督
・
選
手
と

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し

た
。初
挑
戦
と
な
る
１
部
で
は
、

今
年
以
上
に
厳
し
い
戦
い
が

待
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と

準
備
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
声
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

注
目
の
選
手

　

今
季
の
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で

飛
躍
的
に
力
を
伸
ば
し
て
い
る
選
手

の
一
人
が
、
Ｍ
Ｆ
の
千
葉
和
彦
選
手

で
す
。
昨
シ
ー
ズ
ン
途
中
に
オ
ラ
ン

ダ
リ
ー
グ
２
部
の
ク
ラ
ブ
か
ら
加
入

し
た
千
葉
選
手
の
一
番
の
特
徴
は
、

強
じ
ん
な
肉
体
を
生
か
し
た
プ
レ
ー

に
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
中
央
で
攻
守
を
つ
な

ぐ
守
備
的
な
Ｍ
Ｆ
と
し
て
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
が
、
リ
ー
グ
中
盤
戦
か

ら
は
最
後
方
の
中
央
部
を
守
る
セ
ン

タ
ー
バ
ッ
ク
と
し
て
も
、
実
力
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
躍
が
認
め

ら
れ
、
先
月
に
は
北
京
五
輪
を
め
ざ

す
Ｕ
―
21
日
本
代
表
の
メ
ン
バ
ー
に

も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
若
手
の
台
頭

が
著
し
い
現
在
の
新
潟
を
象
徴
す
る

千
葉
選
手
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　
　

（
写
真
・
記
事
提
供
・

　
　
　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）

背
番
号
3　

 　
　
　

千
葉　

和
彦 

選
手
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町　民
ホームベースからみらいのたね

みらいのたね

せいろう共育ひろば

　

10
月
13
日
（
金
）、
今
年
も
町

民
会
館
で
聖
籠
中
学
校
秋
灯
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ど
ん
ぐ
り
た
い
は
、
毎

日
町
民
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
か
ら
校
内

で
練
習
す
る
皆
さ
ん
の
様
子
を

ず
っ
と
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

『
も
っ
と
声
を
出
し
て
! !
』『
ま
じ

め
に
や
っ
て
！
』
と
い
う
注
意
さ

れ
る
声
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
番
が
近
づ
く
に
つ

れ
、
ま
と
ま
り
も
出
て
、
大
き
な

声
で
歌
え
る
よ
う
に
な
り
、
会
場

で
の
発
表
も
待
ち
遠
し
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

す
ば
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
た

当
日
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
保
護

者
や
地
域
の
方
々
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
３
年
生
は
学
級
に
分
か
れ
て

発
表
し
ま
す
。
こ
の
秋
灯
祭
が
行

事
と
し
て
中
学
校
３
年
間
で
最
後

に
な
り
ま
す
。

　

全
体
テ
ー
マ
「
一
致
団
結　

〜

無
限
の
未
来
を
切
り
開
こ
う
。
今

こ
の
手
で
〜
」を
受
け
、各
ブ
ロ
ッ

ク
や
学
級
は
友
情
、
絆
、
環
境
な

ど
の
テ
ー
マ
曲
を
決
め
ま
す
。

テ
ー
マ
や
脚
本
、
演
出
な
ど
は
す

べ
て
生
徒
の
手
づ
く
り
。
意
見
を

出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
創
り
上

げ
た
も
の
で
す
。
歌
や
劇
な
ど

テ
ー
マ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容
は

ど
こ
も
「
工
夫
し
て
い
る
な
。」

と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
感
激
の
涙
を
流
す
人

も
い
ま
し
た
。
２
年
生
と
１
年
生

の
女
子
は
『
３
年
生
は
学
年
合
唱

が
す
ご
か
っ
た
。
先
輩
が
泣
い
て

い
て
、
私
も
ジ
ー
ン
と
き
ま
し

た
。』『
感
動
し
た
。』
と
感
想
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
心
に
残
る
本
当
に
い

い
秋
灯
祭
で
し
た
。

感
動
の
秋
灯
祭

感
動
の
秋
灯
祭

　

真
野
の
保
科
加
代
さ
ん
が
、
10

月
27
日
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た

第
34
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権

大
会
の「
花
嫁
化
粧
着
付
競
技
」で

み
ご
と
４
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、花
嫁
化
粧
着
付
、

ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
な
ど
美
容
技
術

７
部
門
で
、
各
県
の
大
会
を
勝
ち

抜
い
た
代
表
１
名
が
技
術
を
競
い

合
う
も
の
で
す
。
保
科
さ
ん
が
県

代
表
と
し
て
参
加
し
た
「
花
嫁
化

粧
着
付
競
技
」
は
全
国
か
ら
28
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
科
さ
ん
は
、
８
年
前
か
ら
県

大
会
に
参
加
。
６

年
前
は
全
国
大
会

の
「
中
振
袖
着
付

部
門
」
で
入
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
大
会
に
備

え
て
、
約
１
年
前

か
ら
２
週
間
に
１

回
（
２
〜
３
日
）
程
度
愛
知
県
の

先
生
の
所
へ
通
い
練
習
し
優
勝
を

狙
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
４
位
と

い
う
結
果
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
家
族

の
お
陰
で
練
習
に
打
ち
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
競
技
全
体
的

に
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
し
着
付
け
は
奥
が
深
い
で
す
。

今
は
終
わ
っ
て
一
安
心
し
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

将
来
の
目
標
な
ど
を
お
聞
き
す

る
と
「
自
分
が
習
っ
た
技
術
を
後

輩
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
た
い
で
す
。

将
来
は
お
店
全
体
で
ブ
ラ
イ
ダ
ル

の
仕
事
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
全
国
優
勝
目
指
し

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会

花
嫁
化
粧
着
付
競
技 

第
４
位
入
賞

保科さんが着付けた花嫁

保科加代さん
（真野）
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10
月
14
日
（
土
）、
３
年
生
の
学
年
行
事
と
し
て
神
林
村
に

お
住
ま
い
の
陶
芸
家
、鈴
木
和
弘
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し〝
陶

芸
〞
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
陶
芸
っ
て
、
３
年
生
に
本
当
に
で
き
る
の
」
と
い
う
心
配

も
最
初
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
気
さ
く
な

先
生
で
し
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
製
作
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ろ
く
ろ
台
を
使
わ
な
い
作
り
方
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
底
を
作
り
ま
わ
り
に
細
長
く
伸
ば
し
た

粘
土
を
の
せ
て
い
く
。
そ
れ
を
き
れ
い
に
な
ら
し
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
物
を
作
り
ま
し
た
。
コ
ッ
プ
や
お
皿
に
限
ら
ず
、
い
ろ

い
ろ
な
物
を
作
り
た
い
と
い
う
希
望
に
、
先
生
は
一
人
ひ
と
り

丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
作
品
は
、
置
物
や
小
物
入

れ
、
ハ
ー
ト
形
の
可
愛
ら
し
い
コ
ッ
プ
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
個

性
や
想
像
力
を
生
か
し
た
も
の
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
で
作
っ
た
作
品
が
ど
ん
な
ふ
う
に
仕
上
が
っ
て
く
る
か

期
待
さ
れ
ま
す
。 芸

術
の
秋

　
　
〝
親
子
で
陶
芸
〞

　

秋
晴
れ
の
お
天
気
に
恵
ま
れ
た
10
月
14
日
（
土
）、
運
動
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
県
外
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
た
お

じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
の
姿
も
見
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
家
族

連
れ
で
賑
や
か
な
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
と
は
少
し
違

う
園
庭
の
雰
囲
気
に
初
め
は
戸
惑
い
気
味
だ
っ
た
園
児
た
ち
も

次
第
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
元
気
に
踊
り
・
歌
い
・
走
り
・
笑
っ

た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
に
聖
籠
保
育
園
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
園
も
今
年

で
10
年
目
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で

愛
育
会
と
協
力
し
砂
場
の
日
よ
け
用
の
棚
を
利
用
し
て
記
念
植

樹
を
計
画
。
小
さ
な
園
児
た
ち
で
も
植
物
の
生
長
を
目
で
見
て

確
認
で
き
、
収
穫
も
楽
し
め
る
果
物
を
…
と
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

と
姫
り
ん
ご
を
選
び
ま
し
た
。
棚
に
植
え
ら
れ
た
キ
ウ
イ
の
苗

に
「
大
き
く
な
〜
れ
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
小
さ
な
シ
ャ
ベ
ル

で
土
を
運
び
、
コ
ッ
プ
で
水
を
与
え
る
園
児
た
ち
。

　

来
年
は
大
き
く
育
っ
た
キ
ウ
イ
棚
の
木
陰
の
下
で
砂
遊
び
を

楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

10
月
16
日
（
月
）、
蓮
野
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
食
に
関

す
る
指
導
と
し
て
、
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
鈴
木
栄
養
士

を
お
招
き
し
、食
育
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
の
テ
ー

マ
は
「
お
や
つ
の
摂
り
方
を
知
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
何
種

類
か
の
和
洋
菓
子
の
中
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
食
べ
た
い
お
や

つ
を
選
ん
で
み
る
こ
と
か
ら
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

１
日
に
摂
取
し
て
よ
い
砂
糖
の
量
、
み
な
さ
ん
は
ご
存
知
で

す
か
？
１
個
４
グ
ラ
ム
の
角
砂
糖
五
個
分
が
目
安
な
の
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
選
ん
だ
お
や
つ
に
含
ま
れ
る
砂
糖
の
量
は
、
実

に
目
安
の
十
数
倍
に
も
な
り
、
教
室
に
は
驚
き
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
お
菓
子
に
は
、
砂
糖
だ
け
で

な
く
、
油
や
塩
分
も
意
外
に
多
く
、
こ
れ
ら
の
摂
り
す
ぎ
は
、

太
り
や
す
い
・
虫
歯
に
な
り
や
す
い
・
疲
れ
や
す
い
な
ど
体
に

よ
く
な
い
影
響
を
与
え
る
そ
う
で
す
。

　

結
果
的
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
日
本
人
の
年

間
死
者
数
64
万
人
と
い
わ
れ

る
「
生
活
習
慣
病
」
を
引
き

起
こ
す
き
っ
か
け
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

毎
日
の
お
や
つ
選
び
も
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
、
上
手

に
選
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
を

勉
強
し
た
４
年
生
た
ち
で
し

た
。

芸
術
の
秋

　
　
〝
親
子
で
陶
芸
〞

　

10
月
20
日
（
金
）、５
歳
児
の
思
い
出
作
り
と
し
て
〝
カ
レ
ー

パ
ー
テ
ィ
〞
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

５
歳
児
た
ち
は
、
み
ん
な
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
て
か
わ
い
ら
し

い
コ
ッ
ク
さ
ん
で
す
。
野
菜
は
子
ど
も
た
ち
が
切
り
ま
し
た
。
渡

辺
凪
紗
ち
ゃ
ん
は
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
に
ん
じ
ん
は
小
さ
く
切
れ

た
け
ど
、
た
ま
ね
ぎ
は
に
お
い
が
臭
く
て
大
き
く
切
れ
ち
ゃ
っ

た
。
今
度
は
、
お
う
ち
で
お
手
伝
い
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
包
丁
を
握
る
子
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
お
母
さ
ん
も
お
父
さ
ん
も
ハ
ラ
ハ
ラ
ど
き
ど
き
し

た
の
で
は
！
あ
と
の
味
付
け
は
、
お
母
さ
ん
に
お
任
せ
。

　

そ
し
て
、カ
レ
ー
を
煮
て
い
る
間
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
作
り
。

と
い
っ
て
も
、
今
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
そ
う
で
、『
10

年
後
に
届
く
愛
の
手
紙
』
と
い
っ
て
、
思
い
出
を
つ
め
た
封
筒

が
平
成
28
年
４
月
に
自
宅
に
届
く
そ
う
で
す
。
掘
り
出
す
手
間

も
な
く
忘
れ
て
も
ち
ゃ
ん
と
届
く
思
い
出
！
楽
し
み
で
す
ね
。

　

最
後
に
待
ち
に
待
っ
た
カ

レ
ー
パ
ー
テ
ィ
。
自
分
た
ち

で
作
っ
た
カ
レ
ー
は
、
世
界

一
お
い
し

か
っ
た
の

で
は
な
い

か
な
！

世
界
一
お
い
し
か
っ
た
よ
！

　
　

―

思
い
出
作
り
の

　
　
　
　
　

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ―

　

10
月
11
日
（
水
）、
蓮
野
こ
ど
も
園
で
は
年
長
組
の
園
児
を

対
象
に
「
は
み
が
き
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

聖
籠
こ
ど
も
園
看
護
師
の
斉
藤
先
生
か
ら
「
歯
ブ
ラ
シ
は
え

ん
ぴ
つ
を
持
つ
よ
う
に
、
ご
し
ご
し
こ
す
ら
ず
優
し
く
一
本
一

本
丁
寧
に
磨
く
」
正
し
い
磨
き
方
を
園
児
た
ち
は
教
わ
り
、
実

際
に
時
間
を
３
分
計
り
磨
い
て
み
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
歯
を
き
れ
い
に
保
ち
虫
歯
を
作
ら
な
い
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
が
、「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
仕
上
げ
磨
き
」
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
場
合
も
え
ん
ぴ
つ
持
ち
で
優
し
く
丁
寧
に
磨
く

の
は
同
じ
で
す
。
年
長
さ
ん
は
ち
ょ
う
ど
、
乳
歯
か
ら
永
久
歯

に
生
え
変
わ
る
大
事
な
時
期
で
す
の
で
、
特
に
気
を
つ
け
て
あ

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

仕
上
げ
磨
き
は
夜
だ
け
で
も
良
い
そ
う
で
す
が
、
朝
昼
晩
出

来
る
だ
け
「
食
べ
た
ら
磨
く
」
習
慣
を
つ
け
た
ほ
う
が
良
い
そ

う
で
す
。
園
児
た
ち
だ
け
で
な
く
、
お
う
ち
の
方
に
も
ぜ
ひ
聞

い
て
い
た
だ
き
た
い
、
は
み
が
き
教
室
で
し
た
。

お
う
ち
の
方
の

　
「
仕
上
げ
磨
き
」大
切
で
す
！

　
　
　

―
は
み
が
き
教
室
―

　

10
月
15
日
（
日
）、
愛
児
会
教
養
部
主
催
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
新
潟
葦
原
（
あ
し
は
ら
）
吹
奏
楽
団
を

お
招
き
し
て
の
演
奏
も
今
年
で
４
年
目
。
生
演
奏
に
触
れ
る
貴

重
な
機
会
と
あ
っ
て
会
場
は
１
３
０
人
を
超
え
る
親
子
連
れ
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

演
奏
曲
は
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
と
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
め
る
幅
広
い
選
曲
。
普
段
は
目
に
す
る
機
会
の
少

な
い
楽
器
や
迫
力
あ
る
生
演
奏
に
驚
い
た
園
児
た
ち
で
す
が
、

自
然
に
体
を
動
か
し
楽
し
そ
う
に
リ
ズ
ム
に
乗
る
姿
が
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
後
半
の
「
ペ
コ
リ
ナ
イ
ト
」
で
は
、
演

奏
を
バ
ッ
ク
に
園
児
が
ボ
ン
ボ
ン
を
持
ち
ダ
ン
ス
を
踊
る
お
楽

し
み
も
。
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
む
計
６
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
は

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

マ
ー
チ
が
大
人

気
。「
音
が
大
き

く
て
と
て
も
上
手

だ
っ
た
」
と
い
う

男
の
子
や
「
ペ
コ

リ
ナ
イ
ト
で
う
ま

く
踊
れ
た
よ
」
と

笑
顔
の
女
の
子
ま

で
、
約
１
時
間
の

芸
術
の
秋
を
満
喫

し
ま
し
た
。

聞
い
て
踊
っ
て

　

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
♪

　
　

〜
あ
し
は
ら
吹
奏
楽
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
奏
会
〜

世
界
一
お
い
し
か
っ
た
よ
！

　
　

―

思
い
出
作
り
の

　
　
　
　
　

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ―

お
う
ち
の
方
の

　
「
仕
上
げ
磨
き
」大
切
で
す
！

　
　
　

―
は
み
が
き
教
室
―

聞
い
て
踊
っ
て

　

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
♪

　
　

〜
あ
し
は
ら
吹
奏
楽
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
奏
会
〜

蓮　野

こども園

蓮　潟

こども園

亀　代

こども園

聖　籠

こども園

お
め
で
と
う
！

　

誕
生
10
周
年

　

〜
親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
会
・

　
　
　
　
　
　
　

記
念
植
樹
祭
〜

お
め
で
と
う
！

　

誕
生
10
周
年

　

〜
親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
会
・

　
　
　
　
　
　
　

記
念
植
樹
祭
〜

蓮　野

小学校

あ
な
た
な
ら

ど
ん
な
お
や
つ
を
選
び
ま
す
か
？

　
　

―
食
に
関
す
る
指
導
―

あ
な
た
な
ら

ど
ん
な
お
や
つ
を
選
び
ま
す
か
？

　
　

―
食
に
関
す
る
指
導
―

山　倉

小学校
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天
空
と
書
い
て
「
そ
ら
」
と
呼
ぶ
お
名

前
は
、
そ
の
響
き
が
気
に
入
り
出
産
前
か

ら
決
め
て
い
た
小
林
さ
ん
。
妊
娠
中
は
つ

わ
り
が
ひ
ど
く
炭
酸
水
と
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
で
乗
り
切
っ
た
そ
う
で
す
。ま
た
、

夜
中
に
陣
痛
が
始
ま
っ
た
も
の
の
余
り
に

弱
か
っ
た
為
、
そ
れ
と
気
付
か
な
い
ま
ま

翌
日
定
期
検
診
を
受
け
即
入
院
・
出
産
と

慌
し
か
っ
た
当
時
を
振
り
返
り
ま
す

　

天
空
ち
ゃ
ん
は
、
生
後
４
か
月
で
寝
返

り
を
６
か
月
で
ハ
イ
ハ
イ
も
ど
き
を
覚
え

た
成
長
の
早
さ
と
活
発
さ
を
兼
ね
備
え
た

男
の
子
で
す
。
最
近
は
、
う
つ
伏
せ
で
お

尻
を
上
げ
る
仕
草
が
見
ら
れ
、
ハ
イ
ハ
イ

習
得
ま
で
秒
読
み
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
興
味
が
沸
く
と
何
で
も
掴
も
う
と

す
る
好
奇
心
旺
盛
な
時
が
あ
る
反
面
、
嫌

な
時
に
は
泣
き
出
す
事
も
し
ば
し
ば
。
こ

れ
も
自
我
の
芽
生
え
、
成
長
の
証
で
し
ょ

う
。

　

そ
ん
な
天
空
ち
ゃ
ん
は
お
風
呂
が
大
好

き
。
小
林
家
で
は
毎
日
ご
主
人
が
担
当
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
可
愛
い
歯
も
生
え
は

じ
め
た
今
、
離
乳
食
も
順
調
。
特
に
う
ど

ん
が
大
好
物
で
バ
ナ
ナ
入
り
の
ヨ
ー
グ
ル

ト
も
お
気
に
入
り
で
す
。

　

見
附
市
出
身
の
小
林
さ
ん
に
町
の
印
象

を
お
聞
き
す
る
と
「
自
然
が
多
く
て
良
い

環
境
で
す
が
、
冬
場
に
子
ど
も
を
遊
ば
せ

る
施
設
が
欲
し
い
で
す
。」
と
我
が
子
を

想
う
母
親
の
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

妊
娠
か
ら
出
産
、
そ
し
て
育
児
と
一
人
目

の
お
子
さ
ん
と
は
思
え
な
い
程
の
び
の
び

と
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
小
林
さ
ん
。
そ

の
一
言
一
言
に
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
に

マ
マ
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
！

お
聞
き
し
ま
し
た
！

〜
10
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
〜

町の宝
で～す
10 月の

乳児健診から

元気に育ってね！ 　この写真は保健福祉センターで行われている乳児健診会場で４か月健診
対象乳児を撮影しています。

高松　由
ゆう

奈
な

ちゃん 名古屋 陽
よう

介
すけ

ちゃん 佐久間 智
とも

之
ゆき

ちゃん 宮下　奏
そ

愛
な

ちゃん

安達　美
み

優
ゆ

ちゃん 神田　千
ち

夏
なつ

ちゃん 渡辺　大
ひろみ

海ちゃん
（7か月）

渡辺　剛
たけ

大
ひろ

ちゃん
（7か月）

碓井　楠
な

々
な

ちゃん 澁谷　翔
しょうき

希ちゃん 宮澤　日
ひゅうが

向ちゃん 八百板　匠
たくみ

ちゃん

神田　築
きずく

ちゃん

小林　友子さん（苔沼）
天
そ

空
ら

ちゃん（7か月）
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　 投稿するときは濃い鉛筆
かペンで書いてください。

（薄いものは掲載できませ
ん）名前は必ず書いてください。

（ペンネーム希望の場合は名前
の横にペンネーム『○○○』と書
いてください。
１か月に一人１枚だけ受け付けます。

イ
ラ
ス
ト
自
慢

佐藤　響さん 4歳

渡辺　佳苗さん 8歳

シーサさん 12歳

リクさん 17歳こんさん 12歳

まめっちさん 9歳

たかはし　ゆかさん 7歳

渡辺　凪紗さん 6歳

　

10
月
26
日
（
木
）、
東
北
電
力

㈱
新
発
田
営
業
所
か
ら
聖
籠
町
に

街
路
灯
15
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

東
北
電
力
㈱
で
は
地
域
と
一
体

に
な
っ
て
明
る
く
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町

を
は
じ
め
新
発
田
営
業
所
管
内
の

各
市
町
村
で
同
様
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
町
に
寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯

は
各
集
落
の
要
望
に
応
じ
て
配
布

さ
れ
ま
す
。

　

10
月
26
日
（
木
）、
㈱
夢
ハ
ウ

ス
か
ら
町
へ
10
万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

企
画
と
し
て
㈱
夢
ハ
ウ
ス
が
８
月

に
開
催
し
た
第
７
回
感
謝
祭
で
の

売
上
金
を
、
福
祉
団
体
や
森
林
保

護
団
体
に
寄
附
し
て
い
る
取
り
組

み
の
一
環
で
町
に
対
し
て
も
福
祉

に
役
立
て
て
と
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
町
の

社
会
福
祉
会
事
業
の
さ
ら
な
る
充

実
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  

東
北
電
力
㈱

  　

街
路
灯
寄
贈

  

夢
ハ
ウ
ス
か
ら

  　
　
　
　

寄
附
金

―
明
る
く
安
全
な
町
に
―

―
社
会
福
祉
事
業
へ
―

　

10
月
20
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
海
上

自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
『
聖
籠

町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
』
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
曲
も
知
ら
な

い
曲
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
良
い

も
の
ば
か
り
で
、
と
て
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
隊
員
の
方
た
ち
の
さ
わ
や

か
な
雰
囲
気
が
会
場
に
広
が
っ
て
終
始

こ
こ
ち
よ
い
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
は
今
妊
娠
中
な
の
で
す
が
、
胎

教
に
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

自
衛
隊
と
い
う
少
し
か
た
い
イ
メ
ー

ジ
と
は
違
っ
て
い
て
、
歌
を
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
し
て
、
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ

よ
う
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
最

後
に
は
心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
が
こ
の
日
本

の
国
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
都
合
に
よ
り
私
一
人
で
聞

き
に
行
き
ま
し
た
が
、
ま
た
機
会
が
あ

れ
ば
家
族
み
ん
な
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
良

い
演
奏
会
で
し
た
。
ぜ
ひ
、
ま
た
来
年

も
こ
の
音
楽
隊
の
演
奏
を
聞
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

楽しかった
ふれあいコンサート

匿名希望

リコルさん 12歳



■発行  聖籠町役場

広報せいろうは、資源保護のため古紙配合率70％の再生紙と環境にやさしい大豆インキを使用しています。

■編集　総務課　〒 957－0192　新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山1635番地 4　☎（0254）27－2111  FAX（0254）27－2119
■ホームページアドレス　http://www.town.seiro.niigata.jp　E-mail : hamanas@inet-shibata.or.jp ■印刷　㈱第一印刷所

作
者
紹
介

　

藤
寄
の
ご
出
身
で
、
さ
い
た
ま
市
在
住
の
野
澤

登
美
子
さ
ん
（
旧
姓
石
崎
）
か
ら
、
日
展
入
選

絵
画
を
含
め
て
油
絵
21
点
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

野
澤
さ
ん
は
、
１
９
７
６
年
に
初
め
て
埼
玉
県

展
に
入
選
さ
れ
、以
後
埼
玉
県
展
で
は
26
回
入
選
、

特
選
も
２
回
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
展
で
は
２
回
入
選
さ
れ
現
在
、
示
現

会
会
員
と
し
て
中
央
展
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
離
れ
絵
画
制
作
に
お
い
て
、
ふ
る

さ
と
で
培
わ
れ
た
感
性
を
基
に
描
い
た
絵
画
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

ひ
と
こ
と

　

見
慣
れ
た
何
気
な
い
四
季
折
々
の
移
ろ
い
や
、

時
間
が
そ
の
と
き
の
感
情
で
ま
っ
た
く
異
な
っ
た

変
化
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　

夏
草
の
匂
い
、
農
具
や
土
の
温
か
さ
、
自
然
の

美
し
さ
が
新
鮮
で
深
い
感
動
と
な
り
絵
の
中
に
い

つ
か
私
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
は
私
の
原
風
景
で
す
。

野
澤
登
美
子

野
澤
登
美
子
さ
ん

（
さ
い
た
ま
市
）

※山大夫の故土田ふみ様のご遺族様からも絵画191点をご寄附いただいております。土田様の作品は次回ご紹介します。

納屋の一隅 上高地

ドラム缶のある風景やさいと帽子

山道残照

ふるさとへ絵画を寄贈




